
専
門
的
助
料
が
失
わ
れ
た
り
廃
棄
さ
れ

続
け
て
き
て
い
る
現
状
を
説
明
し
な
が

一
と
を
紹
ら
、
「
９
人
に
１
人
が
飢
餓

Ｓ
）
で
も

で
に
坐
元

他
半
減
目
標

も
敏
感
に
反
応

一
も

供
す
る
活

ク
）
衝
動
）

れ
る
こ
と

・
啓
発
の

を
豊
品

に
し
、
表

け
る
。

〈
。
こ
の
削
減
を
目
指
す
「
食
品
ロ

参
院
本
会
議
で
全
会
一
致
で
可
決
・

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
国
民
運
動

に
し
、
こ
れ
を
受
け
て
自
治
体
も
食

手
業
者
塞
に
責
務

一
計
画
策
定
へ

農
林
漁
業
者
や
食
品
関
係

事
業
者
に
も
政
府
・
自
治
体

の
施
策
に
協
力
し
、
必
要
な

施
策
を
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
を
求
め
た
。
消
費
者
に

対
し
て
も
理
解
と
関
心
を
深

め
、
食
品
購
入
や
調
理
法
の

改
善
な
ど
を
通
じ
て
食
品
ロ

ス
削
減
を
自
主
的
に
取
り
組

む
よ
う
求
め
て
い
る
。

・
消
費
レ
ベ
ル
に
お
け
る
世

界
全
体
の
一
人
当
た
り
の
食

品
廃
棄
物
を
半
減
』
す
る
よ

う
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
背
景
か
ら
、
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
て
い
る
決
算
会
見
で

も
同
法
案
に
触
れ
る
企
業
が

相
次
い
で
い
る
。
特
に
話
題

に
上
る
の
が
「
消
費
期
限
の

延
長
」
だ
。

あ
る
容
器
包
装
メ
ー
カ
ー

幹
部
は
「
脱
酸
素
剤
な
ど
の

改
良
も
進
み
、
保
存
期
間
の

延
長
も
考
え
ら
れ
る
。
容
器

メ
ー
カ
ー
と
し
て
も
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
の
で
は

な
い
か
」
と
前
向
き
に
と
ら

え
る
。
ま
た
、
物
流
企
業
も

尋
凍
し
て
冷
蔵
で
聖
元
し

て
い
る
商
品
も
冷
凍
の
ま
ま

聖
元
す
れ
ば
（
ロ
ス
は
）
少

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
話
す
。

実
際
に
「
ガ
ス
置
換
包
装

な
ど
消
費
期
限
を
延
長
で
き

る
包
装
機
は
こ
の
５
年
ほ
ど

墾
元
の
伸
び
が
大
き
い
」
（
食

品
機
械
メ
ー
カ
ー
）
と
い

う
。
自
治
体
サ
イ
ド
も
長
野

県
松
本
市
が
考
案
し
た
、
宴

一
‐
２
０
１
９
台
湾
国
際
漁
広
げ
る
こ
と
が
で
き
、
効
果

業
見
本
市
」
が
９
月
邪
～
記
は
大
き
い
」
と
し
、
日
本
の

日
の
３
日
間
、
台
湾
・
高
雄
企
業
に
も
出
展
お
よ
び
来
場

市
の
高
雄
展
示
ホ
ー
ル
で
開
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

催
さ
れ
る
（
写
真
は
ポ
ス
タ
漁
業
や
養
殖
、
水
産
加
工

Ｉ
）
ｏ
見
本
市
で
は
、
ス
マ
ー
の
関
連
企
業
が
一
堂
に
会
す

卜
養
殖
に
関
す
る
技
術
や
製
る
見
本
市
は
、
今
年
も
漁
船

品
が
数
多
く
出
展
す
る
。
主
漁
業
、
養
殖
、
鮮
魚
・
加
工

催
す
る
中
華
民
国
対
外
貿
易
品
、
加
工
設
備
、
水
産
パ
イ

発
展
協
会
（
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
）
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
５
エ
リ

と
貿
易
展
覧
有
限
公
司
が
こ
ア
に
分
け
て
ブ
ー
ス
を
設

の
ほ
ど
明
ら
か
に
し
た
。
主
置
。
そ
れ
ぞ
れ
最
新
技
術
と

催
者
は
「
多
彩
な
企
画
を
通
製
品
を
展
示
し
、
国
内
外
の

し
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
バ
イ
ヤ
ー
７
０
０
０
人
の
来

前
田
晋
太
郎
下
関
市
長
や

村
岡
嗣
政
山
口
県
知
事
ら
は

朋
日
、
農
林
水
産
省
の
漬
村

進
大
臣
政
務
官
と
長
谷
成
人

水
産
庁
長
官
に
対
し
、
鯨
肉

市
長
や
山
口
県
知
事
ら
が
要
望

廃
を
国
舵
式
確
鯨
基
賊

事
ら
は
、
７
月
に
商
業
捕
鯨

が
再
開
さ
れ
る
こ
と
へ
の
歓

迎
を
示
し
な
が
ら
、
基
地
化

・
母
港
化
に
つ
い
て
「
下
関

は
歴
史
的
に
も
流
通
・
聖
元

緯。ス品
皇墨喜奮昔
季蕊至手
害蕊肖

蕊
;蕊瀦圭
鵬豊鋤情

騨籍
一

場
を
予
定
し
て
い
る
。

主
要
テ
ー
マ
に
ス
マ
ー
ト
ー

養
殖
シ
ス
テ
ム
と
コ
ー
ル
ド

チ
ェ
ー
ン
、
釣
具
・
漁
業
を

■
■

201Q年合港国際漁業見本市

参観者に宿泊費など優待
（
Ｑ
ｕ
ａ
ｄ
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
）
は
、
億
円
）
以
上
な
ら
エ
コ
ノ
ミ

携
帯
端
末
を
通
じ
て
、
養
殖
－
ク
ラ
ス
の
往
復
航
空
券
の

池
の
水
温
や
水
素
イ
オ
ン
濃
優
待
が
受
け
ら
れ
る
。

度
（
ｐ
Ｈ
）
な
ど
関
連
デ
ー
▽
出
展
申
し
込
み
、
問
い

タ
を
い
つ
で
も
入
手
、
閲
覧
合
わ
せ
先
・
台
湾
貿
易
セ
ン

園醗、
〕2人目）と村岡知事（⑧から3
を受け取る長谷長官(その⑤）

船
を
運
行
す
る
共
同
船
舶
も

十
分
承
知
し
て
い
る
と
思

う
。
ス
ム
ー
ズ
に
商
業
捕
鯨

が
進
む
よ
う
、
支
援
を
し
っ

か
り
や
っ
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

ま
た
、
代
船
建
造
に
つ
い

て
は
「
今
年
度
は
さ
ら
に
焦

点
を
絞
っ
た
検
討
が
行
わ
れ

る
。
実
際
の
操
業
を
み
な
が

鮒
職
一

て
い
る
。
年
商

帥
万
米
が
（
約
》

３
０
０
０
万
ゞ

円
）
以
上
の
企
》

業
は
、
最
大
９
蕊

０
０
０
台
湾
が
一

（
約
３
万
円
）
《

燃
繍
可
一

アプリ
;冗空波浪鯛情幸

ﾜ℃

聯
懲

脳I
ー

ー

a室

■ロ

L▼

蝋騨或総熟…
蝋’拳寸“


